












































































































































13. われは, ここに,九種の慢心鋤獺を滅除し， さらに僑慢を住虎なきものとなせり21o
ろ しやだん しこう しようち
［さらに］一切の漏（煩悩）を捨断したれば， われに至高の正智が生じたり。




























ずいめんこん あみ しょうち しょうじん
随眠根羽の網は， ［われの24］聡明なる正智の火によって焼尽せられたり。
われ われ しんにゅう こんげん すいか えお じようさく























































































































































42． ここに， ［われは65］ ［一切は］空なりとの三昧を得て，
















































































































































































































93「般浬梁」 (parinirvana) とは「完全なる浬藥」の意であるが， ここでは「仏陀が亡くなること （入滅)」を指す。
9' 「自ら師としての正智を輝かしめること」の部分のチベット訳は「自ら師たることを宣言し」という意味の訳文になって
いる。
9局「系識」 (vamSa)はチベット訳には「名声」 (sgra) と訳されており．梵文と合わない。



















































































































































くい つな つきぼう ぎょ てのひらいっぱい
二頭は杙に繋がれたるが如く動かざりき。また， その二頭は突棒で御されることなく， 掌一杯の
はなわ


































































































































































































































































































































































































































































ミシユラケーシ-203, プンダリーカー， また， アルナー，









































































































































せつじ い二ん しょえん じゃくし
説示しがたく，患恨（念怒）なく，一切の所縁（認識の対象）を超越せり。寂止（精神集中）の道
かくぜつ くうしょう ふかとく かつあい とんよく ねはん
により隔絶せられ，空性の故に不可得なり。渇愛を減し，貧欲を離れたる，寂静の浬藥なり。たと
ひけん























































































































































































































2邦｢如来の」 (tathagatasya)のチベット訳は「如来は」 (debshingSegspas) となっており，梵文と合わない。









やまてん とそってん けらくてん たげ
梵天， また，大地［の神々］ と中空の神々’四大王天，三十三天，夜摩天，兜率天，化楽天，他化



























































































































































































































































梵衆天の神々に至るまで， ひとつの言音， ひとつの音響が288湧き起これり。 「諸君，今日，如来・
阿羅漢・正等覚者によって，転法輪の約束がなされたり」と《前述の如くなり錫9》・
































多くの巡礼者が訪れる｣。 「広辞苑」 （第六版） 「ヴァラナシ」の項目参照。
郷｢仙人瞳虚」とは「仙人の落ち合う所。仙人の集まる所。鹿野苑に同じ。ベナレスの郊外のサールナートが，昔このよう
によばれていた」 （｢佛教語大辞典」836頁参照)。
抄'｢蕊飾」とは「あざやかに飾ること」である。
鋤5方広には「六十千億那由他」と訳されている。
363
国際文化学部論集第21巻第4号(2021年3月）
しゆこう ちしよ
その地は，天神や竜たちに讃歎せられ，常に，法を趣向する地虚なり296．
コーテイ
また， われ，往昔の，九万一千拘砥297の仏陀を情念するに，
彼らは，かの仙人［堕虚］と名づける至上の森にて，最勝なる［法］輪を転じたまえり。
せいおん 葱んじ
しかもまた， ［そこは］静穏にして寂静なる禅定が現前し，常に鹿たちに近侍せられたり。
その故に，仙人［堕虚］と名づける至上の森にて［われは］最勝なる［法］輪を転ずべし」と。
36.
376
[以上］ 「勧請品」と名づける第25章なり。
2妬『下巻」には「法に専念するところなり」と訳したが， 「法を趣向する地鹿なり」に訂正する。
窪"方広にも「九萬一千拘砥」と訳されている。
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